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１．はじめに 

 電気学会には理事会が直轄する組織としての倫理委員会

（委員長：川村隆 元電気学会会長）があり，下部に教育ワ

ーキンググループ（教育 WG）が置かれ，技術者倫理教育

に取り組んでいる。本稿はその取り組みの概要を述べ，各

位のご意見，ご批判をいただいて，学会技術者倫理教育の

いっそうの充実を図ることを目的とする。 

２．事例集 

電気学会は倫理綱領の趣意を，会員が相互に協力してよ

り積極的に実践するための取り組みのあり方を検討するこ

とを目的として，2005 年 5 月に 2 年間の有期限で技術者倫

理検討委員会（委員長：関根泰次 元電気学会会長）を発足

させた。そこでは技術者倫理教育プログラムを学会として

提示するべきとの方向付けの元，電気技術に関係が深い技

術者倫理事例集の作成を優先課題の一つとして推進した。 

検討委員会は 2007 年 5 月に，電気学会倫理綱領（1998
年 5 月制定）の改定案と，新たに制定した全 45 条からなる

行動規範案を取りまとめ，恒常的委員会の必要性提起とと

もに理事会答申をおこない，解散した。事例集作成は，恒

常的委員会として発足した倫理委員会下部の教育 WG（主

査：大来雄二）で，継続することになった。教育 WG は次

のような活用場面を想定して，事例集の作成を進めた。 

・自学自習のための参考書 

・教育機関の授業の中でのケース学習教材（グループ討

議，クラス討議等） 

・教育機関の授業のレポート課題用参考書 

・教育機関での授業の過程での事例集資料の断片的利用 

・企業等の組織内倫理教育・研修の教材 

・企業等の組織内での職場の日常的な倫理観・モラルア

ップ活動（小集団活動，訓示，朝礼等）の参考資料 

教育WGは 8 編の事例とともに倫理綱領，行動規範を収録

した事例集草稿をまとめた。倫理委員会での審議後，平成

20 年電気学会全国大会（2008 年 3 月，福岡工業大学）で「技

術者倫理事例集（β1.0 版）」として 3,000 部を参加者に配布

し，大会の本部企画シンポジウムで内容（1）を報告した。事

例集（β1.0 版）の構成は次のとおりで，全 58 頁である。 

倫理綱領／行動規範／事例と倫理綱領の対応（一覧表）

／事例集について／事例Ⅰ～Ⅷ 

8 編の事例の題目は次のとおりである。個々の事例では，

「事例の内容」「考えてみよう（箇条書きの学習課題）」「参

考文献」を記述し，バックデータがあればそれも示した。 

Ⅰ JCO 臨界事故 

Ⅱ 福知山線の脱線事故 

Ⅲ 自動回転ドア事故 

Ⅳ エレベーターの事故 

Ⅴ 工程管理のジレンマ 

Ⅵ 変電所立地 

Ⅶ 研究成果は誰のものか 

Ⅷ 企業研究者のエネルギー事業分野選択 

事例には実際に起きた事件を取り上げたものと，創作し

たものとがある。実際の事件の事例は，関連事実を網羅し

たものではなく，事実の歪曲がないように注意しつつ，学

習目的に適合するように適宜取捨選択した。ここで事実と

称したものは，公的報告書，新聞等の報道記事，刊行書籍

等をよりどころにしている。立場の違い等により事実とは

認められないとの見方もありえるが，教育研修目的の事例

であることを踏まえ，「本事例の記述は，倫理教育の立場か

ら客観的に記述したものである。電気学会として本事例に

対する見解を取りまとめたものではない」との注記を事例

ごとに挿入することにした。 

事例を用いて技術者倫理を教育する場合の共通的な注意

事項を，上述の点を含めて「事例集について」という一節

を起こして，まとめて記述した。またこれらの事例は，技

術者が日々の活動の中で倫理的課題に直面した時に，電気

学会倫理綱領と行動規範をよりどころにして最適解をデザ

インし，実践するための能力獲得を意図して作成したもの

なので，「事例と倫理綱領の対応（一覧表）」を用意するこ

とにより，学習の便宜を図った。 
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３．研修会 

技術者倫理事例集は作ることが最終目的ではなく，実際

に教育研修の現場で使われてこそ意味がある。近い将来に

事例集を刊行書籍として市販する計画だが，β1.0 版を多く

の面でスパイラルアップしての出版が望ましい。そのため，

平成 20 年全国大会以降，β1.0 版を教材として使用する方

に提供する一方で，アンケートに回答いただくことにより，

改善課題の抽出に努めた。またβ1.0 版提供と同時に，開発

中のティーチング・ノート素稿も合わせて提供し，教育研

修の便宜を図った。 

さらに，事例集を主要教材とする研修会を，2008 年 8 月

に開催することにした。参加対象者は産学の技術者倫理教

育研修の企画，講義などの担当者とした。そして研修会に

向けて，事例集の改定，ティーチング・ノートの充実，電

気学会倫理綱領・行動規範関係図，教室などでの使用を想

定したパワーポイント化した補助教材などを作成した。技

術者倫理事例集は，研修会開催に合わせβ2.0 版に改訂した。 

丸 1 日をかけた倫理研修会は好評を博すと同時に，課題

も明らかになった。要点は次のようである。参加者 44 人か

らのアンケートによると，教育機関が 11 名（25%），企業

関係者が 32 名（73%），その他が 1 名（2%）であった。研

修会の総合評価を 7 件法（7 段階評価）で求めた設問では，

74%が上位 2 段階と評価しており（上位 3 段階では 93%），

その他の設問項目の結果とも合わせ，満足度の高い研修会

だったと言えよう。 

その一方で，次のような課題，期待も明らかになった。 

・研修の位置づけに対応した研修内容の提供 

・倫理と法の問題（価値とコンプライアンスの兼ね合い） 

・倫理「学」と技術者倫理（応用倫理）との兼ね合い 

・個人としての技術者倫理と組織（大学，企業，学会な

ど）活動の兼ね合い 

・研修会のプログラム構成と時間配分の適正化 

・ティーチング・ノートの分かりやすさ 

実施報告の詳細をウェブで公開し（2），関心をお持ちの方

の便に供した。この結果を踏まえ，研修会は次年度も開催

を計画することにした。時期は夏季休暇時の部門大会・支

部研究会などと同期できればよいと考えている。 

４．インタレスト・グループと研究フォーラム 

教育 WG では活動の更なるスパイラルアップを目指して

インタレスト・グループを編成するため，前記研修会参加

者を中心にメーリングリストを運用することにし，運用規

約を定めて倫理委員会の承認の元に運用を開始した。 

またメーリングリスト参加者を主体に，研修会で明らか

になった課題を中心に技術者倫理教育研究フォーラムの開

催を企画中である（2009 年 3 月上旬開催予定）。 

５．支援活動 

前期研修会時に改訂した事例集（β2.0 版）は余裕を持っ

た数を印刷し，教育研修現場での活用を研修会参加者を中

心に要請した。すでに複数校で活用されている。ファカル

ティ・ディベロップメント（FD）用資料としての提供実績

もある。 

電気学会支部，部門，あるいは個別高等教育機関，企業

などで技術者倫理の教育研修を実施する場合に，支援要請

があれば積極的に対応する予定である。実績としては，前

記研修会の企業参加者から，日本工学教育協会（中四国）

が 2009 年 1 月に開催する研究集会「技術者倫理教育の現状

と人材育成」のパネル討論の，コーディネーションができ

る人材の派遣要請が学会にあり，倫理委員会の了解の下に

教育 WG から派遣した。 

今後も各種支援活動の充実を図っていく。 

６．おわりに 

電気学会は，科学技術に関係の深い 12 の学協会を構成メ

ンバーとする技術倫理協議会（3）（2004 年 4 月設置）に参

加している。そこでは各種の有益な情報共有がなされると

同時に，教材として有用な「研究と研究発表・投稿に関す

る倫理の第１歩（2008 版）」（4）も発行している。活用を図

りたい。 

電気学会内には本部委員会として技術者教育委員会があ

る。基礎材料共通部門（A 部門）には教育・研究技術委員

会があり，下部では教育フロンティア研究会が活動してい

る。本稿で概説したように，倫理委員会も技術者倫理教育

に取り組んでいる。これらの間ではすでに委員の相互乗り

入れなどの連携施策が進められており，その輪の中で技術

者教育活動展開のいっそうの充実を図っていきたい。 
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